
子育てもお店も決して一人ではやってけない・・・ ジッパヒトカラゲ を取材しました 

 出雲ブランド化推進市民委員会 人・地域グループ 

 

 今回の取材記事は、特に、子育て中のお母さん、これから子育てを始める方に見ていただきたい内容

になっています。ぜひ、ご覧ください。 

★インタビュー記事の はインタビュアー、 は「ジッパヒトカラゲ」メンバーのコメントです。 

 

「ジッパヒトカラゲ」グループって？ 

 「子育て」を縁に出会い、集まって活動を続けているグループです。 

【活動概要】 

飲食・雑貨・癒し・・・などなどステキなお店がたくさん集結するイベントを開催しています。 

 また、毎週木曜日は、貸山ホール「ＣＯＴＯＨＡ」でランチ、第３木曜日は交流会も開催中。 

 詳しくは、続きを見てください。 

 

 

それでは、取材開始。 

・・・の前に、まずは、取材班（人・地域グループメンバー）のお買いものを済ませてから。 

 

では、「出雲ブランド化推進市民委員会」の自己紹介 

 「大好き☆出雲！」を合言葉に、出雲がもっと素敵なまちになってほしいと思い、活動しています。 

 人・地域グループは、取材を通じ、出雲に住む人の言葉から、出雲の魅力を市内外に伝えています。 

 

「ジッパヒトカラゲ」のグループ名の由来は？ 

名付けはどなた？ 

私です。 

他府県出身で、出雲市に住むようになったのが、四絡（よつがね）地区でした。 

最初は、子どもがちっさい時は、真っ暗闇の中だったんですけど、四絡幼稚園の先生と保護者と

皆さんに助けられて、子育てがおもしろくなって。 

だから、四絡の「絡
から

む」という字がすごくおもしろくて、どうしてもその字を入れたくて、 

「ジッパヒトカラゲ」になりました。   （漢字で書くと「十把一絡」） 

 

ひとりでは何もできなかったんですよね。仕事もしてきたのに、いろいろしてきたのに、子ども

のこととなると何一つ自分でできなくて、みんなの手と手とで助け合って・・・。 

そう感じたので、一人では何もできない、「絡む」ことで、５人集まれば、１０人集まればとの思

いを込めた「ジッパヒトカラゲ」です。 

もともとこの言葉を知っていたの？ 

これって、稲刈りの時に、10 把を絡んで、1 束にするから来ていると思う。一絡げで、10 把ま



とめてという感じで、あまりプラスの言葉と感じられない。「あんたやつ、十把一絡で一人前だわね。」

みたいな使い方をされるよね。 

本当に実際にそうだなと思って。本当にひとりでは何にもできなかったんです。 

３本の矢の考えや、藁が束になれば、すごい力になる、出雲地方のしめ縄にも通じるんじゃない

かしら。だから、最初、「ジッパヒトカラゲ」のネーミングを聞いた時、すごく新鮮に思えた。 

カタカナ表記にされたのは？ 

漢字はないな、ひらがなもないな。 

カタカナ、んっ、いいじゃないという感じ。 

カタカナだと、「ジッパヒトカラゲ」と全部読ま 

ないと意味が分からないのがいいかも。 

 

ジッパヒトカラゲの広がり 

子育てで助けられた、他府県から来られた方からが始まり。最初は、四絡地区がスタートだった

けど、そこを中心にどんどん輪が広がって、派生して行く感じがいいなと思って。 

いわゆるママ友になっている。 

子育てをだいぶん済んでいた私も、一人でいる 

お母さんたち、いろいろなお店をやっている人た 

ち、そういう人たちを応援したい、見守りたいと 

も思っています。 

私は地元の出身。神迎の道の会にも、個人会員で参加しています。 

ジッパヒトカラゲに声をかけていただいて、力になれることがちょっとでもあればと、地元の私

たちも入って来ました。私自身、ジッパヒトカラゲに入ってから、地元のことにも関わらせてもら

うようになりました。 

 

大好きなまちで 

夫の転勤で、山陰地方を転々してきましたが、出雲に定住することになりました。 

出雲にずっと暮らして、骨を埋めることになった。自分の住んでいるまちが、楽しいまちで、好

きなまちで暮らし、大好きなまちで歳をとっていきたい。次の世代にも出雲を大好きでいてもらい

たい。 

 

 

 



ジッパヒトカラゲへの参加方法は？ 

食・音・癒やしの３ブースで「ジッパヒトカラゲ」を開催中。参加を希望される方は、各ブース

代表者にお問い合わせいただき、こちらの考えを聞いていただいて決まります。 

 イベント全店で盛り上げたいので、ワンコイン（５００円）統一単価にするなどの条件が付きます。 

 

将来は？ 

出雲でお店づくりを計画している仲間とつながって、マップを造りたい。このお店が休みなので、

あちらをと案内するような、つながりのあるお店にしたい。 

 

始めの頃を思い出して・・・ 

始まりは、四絡地区小山町の雑貨屋で、地区のお母さんたちと始めたイベント。パルメイトに会

場を移したのは、確か３回目だと思う。 

始めの頃は、四絡地区での開催にこだわっていました。この雑貨屋が閉店され、困っていたとこ

ろ、たまたまのご縁で、パルメイト出雲でのイベント開催となりました。 

 

来られた頃の出雲の印象は？ 

慣れるまでの「出雲」は？ （出身地は、関西、関東などいろいろ） 

夜暗い。免許がなかったので不便・・・。 

免許がないと暮らせないよね。じゃぁ、第一印象は暗い？ 

ではなく、後から考えれば、なつかしい、子どもの頃の風景。原（げん）風景。 

逆に出雲の冬も楽しんで、という考えで作ったのが「出雲の冬」のパンフレット。 

面白～い。 

１０年前、出雲の繁華街に“スナック”があって、“バー”じゃないのが驚き。 

   スナックには、カラオケがあって、女の人、おばさんやおじさんが居て、カラオケがやたらうま

い。水は、水道水が、空いた瓶に入っていて・・・。水がおいしいからいいんだよね。 

私の周りの皆さん、昼間はまじめに仕事しておられるのに、夜はすごく変わる。楽しい。！！！ 

 

「出雲のここいいよね」 

出雲にずっといても好きなんだけど、今日のお話を聞いて、違った見方ができた。 



水おいしい。魚おいしい。ノドグロなんて高級魚。 

海端の人は、おいしい魚を当たり前に食べている。でも、アマダイは高級。地元で生まれ育った

私も産後しか食べれんだった。 

食べ物おいしい。 

「食」は豊かだと思う。ふきやタケノコはいただきもので、買うものと思ってない。野菜もいた

だける。田舎の醍醐味。百円市も多い。田舎には田舎の楽しみがあって、上手に見つけて、楽しく

暮らせばいいよね。 

空、空気がきれい。都会に帰省した時に、空港の空を見て実感した。 

 

都会のいいところは？ 

都会の文化に触れたいってことは？ 

コンサートとか行きたくない？ 

見たい・・・。 

 

結局のところ・・・ 

どこに暮らしていても、「人」だと私は思う。人が居るから、私も居る。場所じゃなくて「人」。 

そうすると地域も好きになる。 

自分から入って行こうと、求めていかないと、動かない。 

性格的に、求めて行けない人からの相談など受けたりするの？ 

ジッパヒトカラゲはグループなので、ハードルは低い。入った人から、また繋がって広がってい

く。割とゆるくやっていて、決まりごともない。その時の感じで進める。課題が課題に見えてない？ 

   人気のある人のお店だけでなく、いろいろなお店を盛りあげるイベントづくりをしています。 

 

「出雲のここいいよね（場所編）」 

鵜鷺はいい。何べんでも行ってみたい。大社地域在住の私も行く。 

鵜鷺では、塩飽屋（しわくや）などでカフェやいろいろな取組をされている。空家対策や、塩づ

くりなども活発にやっておられる。 

 



須佐のジビエ、鹿肉などもいいよ。須佐神社の向かいだけど、みたらしだんごなんかもおいしい

し。今まで交流のない人たちと関わると、拡がるよ。 

私、佐田出身。佐田魂。たくさんの思い出があるから、やっぱり、今でも佐田が好き。 

佐田はまだ接点ない。旧出雲、大社がメインで、斐川のメンバーもいます。 

湖陵地域は凡
ぼん

我
が

一如
いちにょ

、平田地域はミツトリヒトギに参加していただいています。 

出雲の周りでも、木次、奥出雲など、必ず何かやっている。 

   銀山にしても、古いものが壊れない。そういうところがすごい好き。構わなくいいところに居る

って、すごくいい。都会は全て造り変えてある。 

若い人がまた帰ってきて、地域おこしのイベントなどにエネルギーを発揮している。 

暮らし易いと思う。 

 

子どもたちは？ 

子どもは出雲弁？ 

うちはマンションなので、周りも他府県 

出身者が多く、余りかなぁ。 

うちはバリバリ「出雲弁」。「・・・だーかぁ。」なんて言うの。 

そう言えば、「できらん。」「食べらん。」を子どもが、方言と思わず使っている。 

「・・・がぁ。」とか、子どもが使うと可愛いと言われる。 

 

言葉で出雲の魅力を伝える冊子「言葉の宝石」 

「言葉の宝石」私こういうの好きだなぁ。 

「あっ、錦田さんだ。」 

「お話が聞けて、良かったよぉ。」 

「青木ちゃんもだぁ。」 ・・・ 

 

 

≪話は尽きませんが、お客さんも増え、お店も忙しくなってきましたので、インタビュー終了≫ 

（この後、予定を変更して、私たちのために１曲、三味線を弾いていただきました。） 

 

 



★好きな言葉、メッセージの寄書きです。キーワードは、“出会い”“あつまって”！ 

 

 


